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	主催：一般社団法人ＡＵＳＴ　　共催：株式会社ＫＡＳＡ　
	鑑賞料：事前にＱＲコードかお電話でお申し込みください。
	能楽 菊慈童
	十月二十二日【木】午後五時二十分開演

	第四回
	大崎上島能
	於 大望月邸
	第四回
	シテ方観世流能楽師　川口 晃平　
	重要無形文化財保持者
	十月二十二日（木）＠大望月邸　十七時二十分始め　十八時五十五分終了予定


	大崎上島能　
	番組
	　　　お話
	居囃子
	　　　翁　　　 林　喜右衛門
	　　　千歳　　 笠田　祐樹
	　　   　笛　　 森田　保美
	　　　　小鼓    大倉　源次郎
	　　　お話
	能
	　　　慈童 　　川口　晃平
	　　　勅使 　　岡　   充
	　　　　笛 　　森田　保美
	　　　　小鼓    大倉　源次郎
	　　　　大鼓    上野　義雄
	　　　   太鼓　 中田  一葉　
	　　　   地頭    林　喜右衛門
	　　　   地謡    松野　浩行
	　          　   　樹下　千慧
	　                   笠田　祐樹             　　


	菊慈童
	菊慈童　あらすじ
	魏の文帝は、霊薬となる水が湧くという酈県山へ勅使を遣わします。山奥で出会ったのは、七百年もの昔、周の穆王に仕えた美しい少年・慈童。
	　王の枕をまたいだ罪でこの地へ流されたものの、枕に記されていた法華経の偈を菊の葉に書き写したことから、その露は霊薬となり、不老不死の身となったのでした。勅使の求めに応じた慈童は、菊の徳を称え、長寿の喜びを舞に表し、帝の御代と天下泰平を寿ぎながら、再び仙境へと姿を消します。




